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衣装の発生と伝播
BULGAI江AくSevlievo村〉の衣装に
一一後裳と前垂れの成立を探る一一
今木加代子
iまじめに
古今を間わず，事物の designの前提条件として，次の 8つの条件への留意を重視している。
1材嚢 2機能性 3加工の方法 4経漬性 5審美性
§流行の彰響〈伝播〉
一見，実に多捺な衣装も，気候，底土，その環境の中に衣の素材も，機能も，技術も，美も
発生し，いつしか民族の移動と共に{云播する。
地球の最北鏡 極北，永久凍土の地にli，海の幸をき量とし海獣と魚茂，骨，陸のトナカイ遊
牧生活，狩猟で得た動物の毛疫が衣の素材であり，美的考意よりも，生死にかかわる護身が最
優先で，わずかな水滴，寒気の訪御と，一枚の皮を継ぎ合わせる加工の技が衣の design上最
大事な前提条件となって来る。
これに比して Eurasia大睦の中央，不毛の乾期と緑の降雨期を周期に，羊の家畜化に始まる
Steppe遊牧文化圏，衣の素材は軽く媛かい羊の毛，整経で得る毛糸で編みと刺しの材を得，
短い結び目の連続で織る絞盤，毛くずをイ申ばし酉めた不織布の felt，そして動物から得る柔ら
かい鞍し革も衣の材となるむやがて錬金術も加わり，機語的基盤の衣の上に，金属の accesso・
rys，編み，剰しを多様に織り込み呪的祈願に満ち満ちた，過剰な白迄の装飾に包まれて行く c
そして， Himalaya以南の謹地 Indi亜大陸，たわわに繁茂する植物からは，組く長い繊
維と，多様に色を醸し出す染料がdesignの基盤にあるc これらは自由な大きさの脊を織り上
げ，多様な染めと模様が，摂り無く刺し，描かれ，そして織り込まれている。
今一つ，照葉樹林帯の桑の葉あって成長をみる蚕，その葡から生まれる細く長い絹の糸，又
急激な寒暖差の地に生ずる綿，毛とも同じく整経，糸紡ぎで，自由な大きさに織ちれる綿布。
実に，異質の風土に生ずる素材が，民族移動，語人による交易で，複雑多様に交差交流し合
い，今日シルクロードの命名はあっても，コットンロードも必要と，かつて河内木綿の研究者
でもあった今は亡き辻合喜代太郎先生の言を，痛切に実感する。
そして尚ウールロードも，毛皮ロードもあろうことが浮上するが，このような小論の蓄積も最
終的にどのようにも区分は叶うものと考えている。
筆者は環境 design的見地から，総合的に筆頭6つの前提条件を見ょうとしており，当記で
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は steppe遊牧の地と lndi亜大陸の接点の山岳地，特に雲南 Meo族でく鳥の尾〉と述べて来
た，極度に密な accordionpleatが， Meoとは着装を変え，東致黒海層辺への伝播が伺わ
れ，その所以を究明，ヲ|いては， Meoでは上着と Skirtであったものが，函 1東欧 BULGARIA
Sevlievo村では生成の longShirtの上に着錆ってお与，ここにく後裳〉とく前垂れ〉として
の着装法が成立するであろうことを述べようとし 51いては今後WhiteShirtとPleat
Skirt.加えて ApronとScarfの同じ組合せながらも，微妙に変化する Europaの民族衣装の
伝播をも探ろうとしている c
1. BむLGARIAとその民族について
今日，民族移動の足跡など至難の業で，もし可能ならば考古遺物との関係を探ることと言わ
れるものの，衣装に関する遺物などの残存率は非常に抵い， しかし永々と作り上げられたであ
ろう衣の形，装飾の技にはありありと伝統が読み取れる。
総べての財と共に移動する遊牧の民が，親から見聞きした技を持ち，例え一組の coupleで
あっても，多くは半農，半牧として定住生活を営み，やがて一つの村として成立，その子孫繁
栄の姿が，衣の*~，織乃込まれた素材と技に詑、められ，永々と伝統とし引き継がれているよう
に思われる。
東欧の南端 Turcoの文化とも近接する BULGARIAは，主として Tatar，もと遊牧系民族
の移住ながら図 1 南の Bedouinに発すると思われる木綿地の LongShirtを着， (Shirtにつ
いては，後述の記を予定しているが)その上にく後裳〉とく前垂れ〉をつけている。
詳しい民族移動の歴史は多くの専門書に依存するとしても，
民族の世界史4 I中央ユーラシアの世界J-ウラルから東ヨーロッパへ一森安達也に依るとじ
プルガールはトルコ系民族で，西シベワアのどこかに源郷が有ったと考えられる。かつ
てはアッティラの死後，東方に退却したがフンがブルガールになったとの説も唱えられた
が，フンとブルガールは加の民族とされている。ただフンとは無関係というわけではな
く， 5世紀後半にドナウ1下誌にいたプルガールの一部族はフンの呈力でその地に移動し
たとされる。この部族辻比較的早く記録に留められた例だが，ブルガールは様々な部族に
別れて各地に割拠していたため，全容はつかみにくし%……
洋の東西，郎ち東の中国と西のギワシャ，ローマ，ピザ、ンツに代表される古代中世の著
作家たちは，周辺の f蛮族jにさまざまな名称をあたえてきた。それを整理・詑定する作
業はときに困難をきわめる。中央ユーラシアの竪史研究の少なからぬ部分は，資料に現れ
た民族名を比定し，もし可龍ならば考古遺物との関保をさぐることである c ・
ともありながらも タタールの名が浮かび、上がる。同書 加藤九幹によると
タタールはソ達国内の各地に分散し，それぞれ歴史的，民族学的にかな与独自性を持って
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いる。主な住地によってヴォルガ・タタール，シベリア・タタール，アストラハン・タタ
ール，クリミア・タタールに分けられる。……
全棒としてタタールは形質的にきわめて多様であるが，ヴォルガ・タタールの場合はユ
ーロペオイドが優越している。言語辻シベリア・タタールと同様にキプチャク・グループ
のトルコ語，タタールの宗教は， 16~18 世紀にロシア正教徒になった一部をのぞいて，
大部分がスンニ一派のイスラム教である。タタール{タタル)という名称は 6~9 世紀，
バイカル瀬高東部で遊牧していたモンゴル系， トルコ系部族名としてあらわれた，金援汗
国に編入された一部民族でひろまった。ヴォルガ流域のタタールが自称として「タター
ルJを用いたのは 19世紀後半から 20世紀初頭のことである o • 
しかしステップ的文化要素がヴォルガ川中流部に入ったのは青銃器時代以後で志り，
ブルガール国家がモンゴル・タタールによって滅ぼされた後にも長く残ったo • 
タタールの中にはフイン系(東部〉の要素も少なくないo ••• 
したがってタタールの形質はモンゴロイドからユーロペオイドまできわめて多様で、ある。
タタールの人々は，彼らがパトゥの率いるモンゴjレ・タタールの後蕎と考えることを好ま
ないと言われる。-
ヴォルガ・タタールの主な生業は農業である。(しかし伝統的に 根っからの農耕民のよう
な土地への執着心は少ないといわれる。)牧畜と野菜栽培も盛んである。タタールはチュヴァ
シなどに比べて都市を好み，都市での手工業，高業に従事するものが多かった司馬の飼育
を好むのは遊牧民の伝統と考えられる。 地のイスラム教徒とはちがって，認の飼育も行っ
ている。ただし，自分たちはこれを食べていなし」
とあり， BULGARIAに多く住むとある Tatarは，西 Siberiaのどこかに源郷があったこ
と， Eurasiaの大陸を強鞍な騎馬の戦術を基に，群雄醤拠する交戦的印象深い Mongolの後
喬と考えることを好まず，豚の飼青も行っているなど，中国 南西端の山岳部に居を構える
Meoとも，共通点が伺える。
2. BULGARIA <Sevlievo村〉のbackSkirtについて
Sevlie 0村は BULGARIAの中央部，南に横たわる Balkan出版を越えるとやがて Turco
に，その又向こうは GREECEにもつながる Aegean海がある。北部は Donau河を国境に，
その対岸は ROMANIAと国名が変わる。
図1 未婚女性の民挨衣装で，自生成綿の OnePiece状の Shi討の上に，極度に細かい Pliat
の Skirtを後につけ，前には実に丹念な科しの施された前掛けをつけている。
図2 写真2 現在 BULGARIA一円 iこ使われている BackS孟irtで，極く厚手の綿
grograin地は，遊牧系の織物30cm巾の嶺縞模様で， 3mもの長さを真ん中で継ぎ60cmの
丈となっている o west 64cm迄絞られた上部と，真ん中で継がれた下部とは同じ横縞ながら
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詔1BじLGARIA(Sevlievo村〉未婚女性の民族衣装
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金星 3m
菌2 縦縞模様の BackSkirt 
全長330圃
~3 黒無地の BackSkirt 
@赤紫陽茶3色の毛来〈各並太毛糸10本どり}で
1信市の三つ舗の鰻をシ1"ーリングの上に鰻せ
赤繍糸2本取りで縫い付けてt，る
も，横使いで異なる縦稿模様を作り出し，実にゴワゴワの volumeの有る gather感覚の Skirt
となっている a 黒 Veludo地はく天鷲誠〉とも漢字イとされ，遊牧生活の最高の勇者，天高く飛
びかう鷲の脇毛を aロangeした械と解釈され，大きな鳥の尾を象鍛する accordionplea土の
Skirtの裾はこのどロードの縁取りがruleともなっている c 経は 10本もの毛糸を合わせて 1
本とし，しっかりとした三つ編みで，図3とも同様中国南部，雲南の綿とは異なり遊牧文化
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摩地ながらo.5 ~fl1のよりぐけ状で
経 β画くしうかりとしている
黒1本赤2本{各並木毛糸3lt戸ー一 一『ー
織で0.5arfl長さ1却ー/松 市41~
の輔く長い三つ舗の級が
まつり付けてある
丈68aa
厚地の鋪僧都こ赤の並太毛糸で拒
横1.2信縫0.8置の菱形の違績E
積織が、サテンステッチに近いE
アウトラインステヲチで埋め尽
くされている。
密 4 菱芳三刺しの前垂れ(前裳)
が忍ばれる。
函 3 写真2 糊のきいた黒平織
綿地の， 330cmもの長さを 50cm
迄絞り込んだ accordionpleatの
Back Skirtで，写真3の黒のビロ
ードで包んだ裾の始末と， 8 c訟の
関の小花摸様の刺しは，話eoの
Skirt (抱著「衣装のルーツを求めてj
プリーツ(アコーデヲン状〉と尾の
かかわりを中心として p. 64に記載有
り2りの裾に等しく，ただ Meoのも
のは非常に traditionalなもので，
白草地綿の pipingの裾，その上は
cross -stitchと lcm角の patch-
workで埋め尽くされている。写真
4 又紐の材質が Meoは共布で
も， Sevlievo村では太い三つ編み
の毛糸であり，裾の Veludoと紐の毛糸の素材に， Meoとは異なる羊毛の文化が侍える G
図4 写嚢5 上記の BackSkirtを後にあてがい前の開きには Meoよりやや巾広の前垂れ
をつける。当布は一見織かと見紛うが，綿赤の毛糸で菱形に綿密な刺しであり，縦2つ畳み
で、持っても一本に立っている程に固くしっか均と刺されている。写真6 表裾端 llcmは紋
織で，更にその上を毛糸で刺し，周囲は黒の極く詰まった祖母lketstitchでかがり，その上
にspangleと」つづっ blueのbeadsと共にぎっしりと並べてある。写真7 表上端と紐c 写
真8 上端裏と紐つけで，長さ 150cmもの必要以上に長い毛糸の経がついている G
写真9 紐状の beltで，巾 3.5cm長さ 145cmもあるしっかりとした織で，一方の端は長
さ50cmの組経が§本，なおその先に房のついた丹念な技巧のもので，国 1Skirtの，前垂
れの紐の上に尚この beltを巻く，写真 10 ここ BULGARIAでは太巾縮巾の，ぐるぐる巻
く長い紐と帯の着装があり，丹念な技からもその貴重視の程が察せられ，似通う日本の替と帯
締めとの拘わりも非常に気掛かりなものとなってくる。
写真日 ここ BULGARIAでは，大小形を変えても， gorgeousな模様， gorgeousなtech-
nicの前垂れで，部族の相違を，又 Christo教化の象徴にこの一例のように様々な蓄薮模様の
前垂れがあり，
写真 12は左端上部で，三方市 6.5cmの黒 Veludoく天鷲絃〉で禄取られ， 2列の spangle
と太い毛糸の紐は BackSkirtとも同じ様式化が伺える c 写真 13 表は綿の荒い平織地で，
細い毛糸 2本取りの crossstitchの蓄薮模様は，とても重厚感がある。写真 14 裏側で，麻
布で裏打ちされており，表の黒 Veludoが裏にも匝り lcm巾でまつられている G
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写真1 Bac.註Skirt(BULGARIA) 写真2 Back Ski託 (Sevlievo村)
写真5 前垂れ (Sevlievo村) 写真6 冨3 写真5の裾端部
、
写真11 裏付きの前垂れ(BむLGARIA) 写莫12 写真 11の表上端部
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写真3 図2 写真2の裾部 写真4 図2 写真2の経部 写真10 westの帯と紐(Petrich村〉
写真9 国 1の紐 (BULGARIA)
写真 13 写真 11の表模様の拡大 写真 14 写真 11の裏裾端部 写真 15 写真 11の裏側
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写真 15 全体が裏打ちされて刺しの糸はきれいに覆われている口
?
と め
中国南部の Meo族と，東歌南部の国 BULGARIAの Skirtの designには，以下の比較相
違が見られる。
Meo族 Sevlievo本ナ
形 極度に密な pleatの BackSkirt Meoと誌ぼ同形を，白い Shirt
{機能性) を直に付け，やや機能的 の上にイすけ装飾性が過大
模様の技の相違 ローケツ染め patch work 織り込み，毛糸の刺繍
〈加工の技帯〉 横議模様 縦縞模様
模議の材糞の相違 裾は厚地白綿の piping 黒 Veludo地の piping
(材質) 経共地で3cm rtJに包む 太い毛糸の一つ編みを乗せる
総合 綿有と染めで南の素材 毛糸， Veludo， 
〈美と伝播〉 Spangleと遊牧系の素材
Meoの厚手木綿を握限迄に絞り込んだ、 accordion状の Plestsの design的意図を Shぉnan-
ismの s戸nbolく患の尾〉の具現の形と述べており， Meoの下半身はこの Skirtの前の開き
に，又陰部を覆う如くに前垂れを付けている3)0 Sevlievo村では LongeShirtの上に Back
Skirtとしてつけ，前の開きに gorgeousなpanelをつける。
この着装には何の機能性も伺えず，ただ，く後裳>=く患の尾〉であり，自称 FrontPanel = 
く前垂れ〉は陰部を覆い揺す貴重な Panelであり，正しく辞書にも見る，庄頭を飾るくのれ
ん〉の意が当てはまる全く標章的なものとなっている。
つい日本では，汚れ止めに端切れででも作るものがく前掛け〉位の感覚しか持たなかった自
に， (前々稿一東欧のエプEンの図象性ーにも記す如く 4)) ここ BURGARIAでも，く前垂れ〉こそ
に，他のどの衣よりも最高の手間と技を施し，衣装の最前面に垂らすもの，民族文化を如実に
誇示するもの，正しく Apron=くのれん〉の意も大きく鎮ける。
用手重の skirtは， HUNGARYの Baro武地方にも，奈良の正倉院の蔵物の中にも見られ
る。そして広く PleatSkirtとして，く後裳〉として多様に変化しつつ伝播しているようで，
稿を改め列挙の期を持ちたいものと考えている。
注
1 )護雅夫 需田英弘編「中央ユーラシアの世界j民族の世界史4 山JlI出版社
2)3)4)今木加代子著比較民族衣装論集「衣装のルーツを求めてjデザインのへソシャマニズ
ム
写真 1， 2， 5，9， 11 著者所議
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